
国
労
東
海
本
部
は
、
13
春
闘
の
要

求
「
ベ
ア
５
０
０
０
円
・
夏
季
手
当

３
・
２
カ
月
」
等
を
2
月
12
日
に
申

し
入
れ
、
「
今
年
こ
そ
賃
上
げ
を
行

い
日
本
経
済
の
再
生
を
。
組
合
員
の

切
実
な
生
活
実
態
に
応
え
る
べ
き
。

ま
た
、
夏
季
手
当
は
、
生
活
給
で
あ

り
要
求
額
は
必
要
」
と
し
た
主
張
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昇
給
の
逓
減

率
の
幅
を
少
な
く
し
、
格
差
の
解
消

や
退
職
金
、
割
増
率
の
ア
ッ
プ
、
契

約
社
員
や
関
連
会
社
の
賃
金
や
労
働

条
件
向
上
等
を
求
め
６
回
に
わ
た
り

交
渉
し
ま
し
た
。

会
社
は
、
3
月
14
日
の
回
答
で
、

新
賃
金
は
「
多
く
の
労
働
組
合
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
等
の
賃
金
引
き
上
げ
は
見

送
っ
て
い
る
。
定
期
昇
給
を
実
施
す

る
も
の
の
賃
金
引
き
上
げ
を
す
る
企

業
は
極
め
て
限
定
。
当
社
の
賃
金
レ

ベ
ル
は
相
当
高
い
水
準
で
あ
り
定
期

昇
給
以
外
引
き
上
げ
る
状
態
に
な
い
」

と
し
ベ
ア
ゼ
ロ
を
回
答
。

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
、
「
会
社

の
多
く
の
施
策
の
推
進
や
実
行
の
為

に
日
々
尽
力
し
て
い
る
社
員
の
努
力

報
い
る
。
中
央
新
幹
線
等
の
施
策
の

着
実
な
推
進
、
効
率
的
な
業
務
運
営

体
制
の
一
層
の
奮
起
に
期
待
す
る
」

と
し
安
定
的
支
給
ベ
ー
ス
２
・
７
カ

月
に
０
・
２
５
上
積
み
２
・
９
５
カ

月
を
回
答
し
ま
し
た
。

国
労
は
、
回
答
に
対
し
て
「
今
回

の
春
闘
は
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上

げ
、
日
本
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
だ
と
強
く
主
張
し
、
更
に

上
が
り
始
め
て
い
る
物
価
や
社
会
保

障
費
、
消
費
増
税
を
控
え
て
組
合
員

や
家
族
は
ベ
ア
に
大
き
な
期
待
を
示

し
て
い
た
。
世
の
中
の
風
潮
も
同
様

に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
ベ
ア
ゼ
ロ

回
答
は
、
多
く
の
社
員
を
落
胆
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
不
満
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
期
手
当
は
、
「
基
準
額

や
昨
年
を
上
回
っ
た
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
業
績
の
伸
び
や
今
後
の
期
待

度
な
ど
か
ら
み
る
と
内
容
に
不
満
が

あ
る
。
世
の
中
の
厳
し
い
状
況
の
企

業
も
景
気
回
復
な
ど
今
後
の
期
待
も

含
め
回
答
を
行
っ
て
来
て
い
る
こ
と

な
ど
を
み
て
も
喜
べ
る
内
容
で
は
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
に
対
し
持
ち
帰
り

検
討
と
し
ま
し
た
。

３
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
執
行
委

員
会
及
び
地
方
代
表
者
会
議
で
議
論

し
、
問
題
は
あ
る
も
の
の
社
員
や
家

族
の
状
況
等
を
は
じ
め
、
様
々
な
状

況
を
考
慮
し
、
３
月
18
日
17
時
を
も
っ

て
妥
結
を
す
る
と
判
断
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
執
行
委
員
会
で
は
、
現
在

交
渉
中
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス

や
職
場
３
大
要
求
な
ど
の
闘
い
を
継

続
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

貨
物
会
社
は
、
18
日
に
「
ベ
ア
ゼ

ロ
、
55
歳
以
上
の
賃
金
改
善
１
５
０

０
円
」
の
回
答
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

回
答
に
対
し
て
国
労
は
、
「
14
年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
社
員
と
家
族
の

生
活
改
善
に
背
を
向
け
、
景
気
回
復

に
逆
行
す
る
回
答
に
抗
議
す
る
」
と

発
言
し
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
緯
か

ら
も
極
め
て
不
満
で
あ
り
、
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
持
ち
帰
り
検
討
と
し

ま
し
た
。

国
労
本
部
は
、
今
回
の
ベ
ア
ゼ
ロ

回
答
に
対
し
て
抗
議
行
動
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
、
各
級
機
関
か
ら
の
抗

議
を
行
う
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

東
海
本
部
と
し
て
も
、
職
場
要
求

の
獲
得
と
併
せ
て
３
月
22
日
正
午
ま

で
抗
議
行
動
を
行
う
こ
と
を
各
地
方

本
部
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
（
抗

議
行
動
の
詳
細
は
本
部
闘
争
指
示
26

号
参
照
の
こ
と
）

国
労
東
海
国鉄労働組合

東海エリア本部

東
京
都
港
区
新
橋
５
‐
15
‐
５

交
通
ビ
ル
４
階

発
行
責
任
者

渡
邉
良
成

編
集
責
任
者

高
木

宏
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組合員・家族の要求に応えぬＪＲ東海

13
春
闘

Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
は
、
3
月
14
日
、
「
ベ
ア
ゼ
ロ
、
夏
季
手
当
２
・
９
５

カ
月
」
の
回
答
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
国
労
東
海
本
部
は
、
「
賃
金
、
夏

期
手
当
と
も
に
厳
し
い
回
答
で
あ
り
、
交
渉
で
の
主
張
が
生
か
さ
れ
ず
、

組
合
員
、
家
族
の
要
求
に
応
え
た
と
言
え
な
い
と
し
て
不
満
」
で
あ
る
と

し
、
持
ち
帰
り
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
貨
物
会
社
は
18
日
、
14
年
連
続
と

な
る
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
を
行
い
、
国
労
本
部
は
、
社
員
の
現
状
を
理
解
し
な

い
回
答
に
対
し
て
不
満
を
表
明
し
、
抗
議
行
動
の
指
示
を
発
し
ま
し
た
。

賃
上
げ
を
強
く
主
張

５
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ

社
員
は
落
胆

職
場
３
大
要
求
の

獲
得
を
目
指
そ
う

貨
物
会
社
14
年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
。

組
合
員
の
怒
り

は
頂
点
！

抗
議
行
動
を
指
示



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

国

労

本

部

は

、

３

月

12

日

、

13

春

闘

勝

利

に

向

け

中

央

行

動

を

都

内

で

開

催

し

、

組

合

員

約

４

０

０

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

東

海

本

部

か

ら

は

新

幹

線

、

静

岡

、

名

古

屋

地

本

か

ら

指

示

を

上

回

る

組

合

員

が

集

ま

り

、

集

会

や

デ

モ

行

進

を

行

い

ま

し

た

。

貨

物

組

合

員

は

、

議

員

要

請

行

動

に

も

参

加

し

ま

し

た

。

静

岡

地

本

の

春

闘

統

一

行

動

は

、

３

月

４

日

を

中

心

に

、

ベ

ア

獲

得

、

労

働

条

件

改

善

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

や

地

域

で

の

争

議

解

決

、

Ｊ

Ｒ

の

駅

無

人

化

反

対

、

浜

岡

原

発

廃

炉

等

を

掲

げ

、

静

岡

・

浜

松

・

沼

津

駅

頭

で

宣

伝

行

動

な

ど

を

取

り

組

み

ま

し

た

。

さ

ら

に

４

日

夕

方

か

ら

は

、

『

ど

う

な

る

年

金

』

と

題

し

た

学

習

会

を

開

催

し

、

年

金

の

現

状

を

学

び

、

年

金

問

題

も

春

闘

の

課

題

と

し

て

取

り

組

む

決

意

を

固

め

ま

し

た

。

ま

た

、

２

月

24

日

（

日

）

に

は

、

駿

府

城

公

園

に

て

開

催

の

「

13

国

民

春

闘

静

岡

県

決

起

集

会

」

が

開

催

さ

れ

、

「

中

部

・

東

部

地

域

」

の

労

働

組

合

員

約

５

０

０

人

が

結

集

し

、

国

労

か

ら

は

組

合

員

約

40

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

開

会

の

挨

拶

で

林

静

岡

県

春

闘

共

闘

議

長

は

、

「

安

倍

首

相

は

経

団

連

に

対

し

賃

上

げ

を

要

請

し

た

。

大

企

業

は

、

内

部

留

保

を

取

り

崩

し

て

賃

上

げ

に

回

す

べ

き

だ

」

と

述

べ

、

「

賃

上

げ

で

デ

フ

レ

不

況

を

克

服

し

よ

う

」

と

訴

え

ま

し

た

。

こ

の

集

会

で

は

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

裁

判

原

告

団

と

県

内

で

闘

っ

て

い

る

４

団

体

か

ら

の

支

援

要

請

の

訴

え

も

あ

り

、

国

労

静

岡

地

本

は

、

会

場

で

「

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

支

援

物

資

販

売

」

を

行

い

ま

し

た

。

集

会

後

は

、

市

内

を

デ

モ

行

進

し

、

春

闘

勝

利

の

ア

ピ

ー

ル

を

行

い

ま

し

た

。東

海

貨

物

協

議

会

は

、

３

月

４

日

に

毎

年

恒

例

の

「

春

闘

学

習

会

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

学

習

会

の

冒

頭

、

鈴

木

議

長

は

、

貨

物

会

社

を

巡

る

春

闘

情

勢

、

ダ

イ

ヤ

改

正

の

問

題

解

決

に

向

け

た

取

り

組

み

の

状

況

に

つ

い

て

述

べ

る

と

と

も

に

、

毎

年

仲

間

を

迎

え

入

れ

て

い

る

が

組

織

拡

大

を

全

組

合

員

で

取

り

組

も

う

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

今

年

の

学

習

会

の

テ

ー

マ

は

、

青

年

の

加

入

を

機

に

再

度

労

働

組

合

の

原

点

を

学

習

し

よ

う

と

い

う

事

で

「

労

働

組

合

っ

て

何

？

」

と

題

し

て

、

東

海

本

部

・

上

野

書

記

長

が

講

演

を

行

い

ま

し

た

。

労

働

組

合

の

歴

史

か

ら

現

在

わ

れ

わ

れ

が

何

を

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

か

等

、

青

年

に

も

分

か

り

や

す

い

内

容

で

、

参

加

者

か

ら

の

質

問

や

意

見

な

ど

も

出

さ

れ

盛

況

で

し

た

。

ま

た

、

学

習

会

参

加

者

の

寄

せ

書

き

を

取

り

組

み

、

参

加

者

の

声

を

貨

物

会

社

に

届

け

、

賃

上

げ

や

労

働

条

件

改

善

を

目

指

す

こ

と

に

し

ま

し

た

。

全

国

貨

物

協

が

行

っ

た

「

春

闘

署

名

」

で

は

、

合

計

２

７

２

筆

を

３

月

４

日

現

在

ま

で

に

集

め

ま

し

た

。

こ

れ

は

組

合

員

の

４

倍

以

上

と

な

る

も

の

で

他

労

組

社

員

へ

の

働

き

か

け

が

多

く

の

職

場

で

行

わ

れ

た

結

果

で

す

。

新

幹

線

地

本

は

、

３

月

12

日

を

統

一

行

動

日

と

し

て

、

東

京

、

静

岡

、

大

阪

の

各

地

区

で

の

ビ

ラ

ま

き

宣

伝

行

動

や

学

習

会

な

ど

の

１

日

行

動

を

取

り

組

み

ま

し

た

。

東

京

で

行

わ

れ

た

ビ

ラ

配

布

で

は

、

受

け

取

り

状

況

も

良

く

用

意

し

た

枚

数

が

早

々

に

終

わ

る

状

況

で

し

た

。

ま

た

名

古

屋

地

方

本

部

で

は

、

２

月

11

日

の

ト

ヨ

タ

総

行

動

を

第

一

弾

と

し

て

、

３

月

12

日

に

は

、

各

支

部

を

中

心

に

統

一

行

動

を

展

開

し

、

多

く

の

組

合

員

が

行

動

に

参

加

。

14

日

に

は

愛

知

県

労

働

者

総

決

起

集

会

に

も

参

加

し

て

き

ま

し

た

。

２０１３年３月１９日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３３８（２）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

3･4東海貨物協春闘学習会

春闘決起集会でのJAL不当解雇支援物販

東東東東

海海海海

貨貨貨貨

物物物物

協協協協

春春春春

闘闘闘闘

学学学学

習習習習

会会会会

をををを

開開開開

催催催催

13

春

闘

勝

利

に

向

け

、

国

労

中

央

行

動

を

は

じ

め

、

各

地

本

や

支

部

な

ど

で

春

闘

行

動

が

取

り

組

ま

れ

て

い

ま

す

。

要

求

獲

得

に

向

け

て

、

集

会

や

ビ

ラ

ま

き

な

ど

の

宣

伝

行

動

に

多

く

の

組

合

員

が

参

加

し

て

い

ま

す

。
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岡岡岡岡

地地地地

本本本本

のののの

行行行行

動動動動

３．１２中央行動

13国民春闘静岡県決起集会

新新新新

幹幹幹幹

線線線線
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名名名名
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屋屋屋屋

地地地地

本本本本

春春春春

闘闘闘闘

行行行行

動動動動

開開開開

催催催催


